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かかりつけ薬剤師・薬局の多機関・多職種との連携に関する調査研究 シンポジウム

令和元年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）
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12

•

療

• 療

共有 閲覧

患者 病院保険薬局

同意取得

病診薬連携システム

説明

同意

カルテ共有依頼

カルテ共有設定

処方箋 同意書

患者情報提供
（患者メモ）患者カルテ

●服薬指導
●服用後フォローアップ

67 68

69 70

71 72

13

•

カルテ掲示板にタイトルが表示される。

ダブルクリックすると
内容が確認できる。

保険薬局で「新規メモ作成」





医療機関入院時 情報共有シート

薬局薬剤師

かかりつけ薬剤師・薬局において、
入院前段階の服用薬の整理等を行い、服
薬状況等を情報提供
※医療機関との調整でQRコード等の活用も検討

（病院の持参薬確認までに実施する）

退院時 情報共有シート

相互の専門性の補完や理解を深めるため、
医療機関と薬局間で相互研修を実施する。
• 情報共有方法の運用に関すること
• 互いの業務に同行（薬局薬剤師による病棟業務、

逆に病院薬剤師が在宅訪問業務等）

かかりつけ薬剤師・薬局へ、退院後
の服薬指導に必要な情報を提供

相互研修

• 医療機関における入院時の薬剤確認の負担軽減を図ることに加えて、退院後も切れ目なく効率的に
薬局機能を発揮し易くすることで、地域医療における患者の服薬管理の安心安全に繋げる。

• 業務の効率化を図り、患者とのコミュニケーションに時間を多く割り当てることが出来る。
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